
 

 

 

特集展示「永井荷風と江戸東京の風景」 開催のお知らせ 

令和元年１１月６日（水）～令和２年１月５日（日） 

 

プレスリリース                                                      令和元年１０月吉日 

東京都江戸東京博物館 

 

 

  

 

 

 

公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館は、東京都とと

もに、オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年に向けて東京を文化の

面から盛り上げる｢Tokyo Tokyo FESTIVAL｣を展開しています。 

２０１９年は、文豪・永井荷風の生誕１４０年、没後６０年にあたります。節目の

年に、江戸東京博物館の本コーナーにおいて特集展示を行うはこびとなりまし

た。本展示では、江戸文化を愛した荷風が、『江戸藝術論』(えどげいじゅつろん)

で考証した狂歌絵本の名所や、随筆『日和下駄』(ひよりげた)に登場する荷風好

みの風景版画を紹介します。また、日記『断腸亭日乗』(だんちょうていにちじょう)

に記録のある、江戸時代から昭和期の絵画や絵葉書をとおして、荷風がとらえ

た風景と作品に描かれた都市の様相を明らかにします。 

本展示をとおして、街歩きの名人として知られた荷風と東京との関わりを考え

ていただくきっかけとなれば幸いです。 

 

 
偏奇館前の永井荷風  
1927 年（昭和 2） 

『明治大正文学全集』〈春陽堂〉所載 

 

１ 会期  
令和元年１１月６日（水）～令和２年１月５日（日） 

開館時間：午前９時３０分～午後５時３０分（土曜日は午後７時３０分まで） ※入館は閉館の３０分前まで 

企画展開催中の休館日：月曜日、令和元年１２月２８日（土）～令和２年１月１日(水・祝) 

 

 

２ 会場  

東京都江戸東京博物館 常設展示室内 ５階 東京ゾーン「市民文化と娯楽」コーナー 

 

 

３ 観覧料  企画展は常設展観覧料でご覧になれます 
一般 ６００円（４８０円）／大学・専門学校生 ４８０円（３８０円）／中高生（都外）・６５歳以上 ３００円（２４０円） 

 
※（ ）内は２０人以上の団体料金。消費税込。 

※中・高・大学・専門学校生の方は学生証を、６５歳以上の方は年齢を証明するもの（健康保険証・運転免許証など）のご提示をお願いします。 

※次の場合は特別展観覧料が無料です。身体障害者手帳・愛の手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・被爆者健康手帳をお持ちの方

と、その付き添いの方（２名まで)。入館の際は各種手帳等の提示をお願いします。 

※毎月第３月曜日（シルバーデー）は、６５歳以上の方は常設展観覧料が無料です。年齢を証明できるものをご提示ください。 

※家族ふれあいの日に観覧の、１８歳未満の子を同伴する保護者(都内在住)２名の料金が半額となります。保護者が都内在住であることを

証明できるものをご提示ください。 

※１月２日（木）、３日（金）は、常設展観覧料が無料となります。 

 

 

４ 主催等   

東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館 

 

 

５ 展示構成および主な資料  
■Ⅰ 荷風文学の背景 



 

 

１８７９年（明治１２）１２月３日、小石川金富町に生まれた荷風は、新時代の思想を持ちながらも東洋趣味を理

解する父、江戸文化に囲まれながらも西洋風のしきたりを身につけていた母のもとで生育します。こうした環境は、

西洋の合理的な思想を獲得しつつ、文化や芸術に対して深い造詣を抱くことになる作家・永井荷風を生み出す下

地を作っていきました。やがて訪れたアメリカ、フランスでは芸術的な調和を重んじる態度を身につけていきます。 

  
弟・威三郎に宛てた自筆絵葉書  

1904年(明治37)1月12日付 （展示期間：前期） 
弟・貞二郎に宛てた英文書簡（部分）  

1904年(明治37)11月30日付 （展示期間：後期） 

 

 

■Ⅱ 荷風随筆の風景 

１９０８年（明治４１）７月の帰朝後から、日本の表面的な近代化に対して批判を向けた荷風は、やがて江戸芸術

への限りない憧憬を持つようになりました。市区改正によって東京市内の景観の美が失われた時代、随筆『日和

下駄』に登場する絵画作品や、『江戸藝術論』でふれられた狂歌絵本や江戸以来の名所絵を通して、荷風の好ん

だ風景を追います。また、荷風の日記『断腸亭日乗』に綴られた風景絵画について紹介します。 

 

  
『絵本隅田川両岸一覧』中  

享和〜文政期ころ 葛飾北斎／画 （展示期間：後期） 
東都深川洲崎従弁天臨海上  

文化期ころ 昇亭北寿／画（展示期間：前期） 

 

 
■Ⅲ 荷風作品と江戸東京 

「すみだ川」（明治４２年発表）は、隅田川を背景に江戸の面影を描く詩情豊かな作品として知られています。物

語の風景描写には、荷風が好んだ歌川広重や小林清親の作品との関連性をみることが出来ます。また、銀座の

女給風俗を写した「つゆのあとさき」（昭和６年発表）は、１９２３年（大正１２）の関東大震災から復興した東京風景

に目を向けた作品です。荷風が交流を結んだフランスの詩人で画家のノエル・ヌエットの作品に描かれた光景との

関わりを見ていきます。 

 

  



 

 

今戸橋茶亭の月夜 

小林清親／画 （展示期間：後期） 
絵葉書 尾張町交叉点附近  

1934年（昭和9） ノエル・ヌエット／画 

 

 
■Ⅳ エピローグ〜風景版画の系譜〜 

東京風景を描いた画家として、荷風が北斎、広重、清親に連なる位置に置いたのは、石版画の柔らかい線で丹

念な描写を行なった織田一磨でした。ノエル・ヌエットもまた、浮世絵の風景版画の系譜につながる作品を描いたと

して高く評価しています。荷風が注目をした一磨とヌエットの描いた東京風景を紹介します。 

  
東京風景 小舟町河岸  

1916年（大正5） 織田一磨／画 （展示期間：後期） 
東京風景 御茶の水  

1936年（昭和11） ノエル・ヌエット／画 （展示期間：前期） 

 
※写真はいずれも東京都江戸東京博物館所蔵 

※会期中に一部展示品の入れ替えがあります 

 前期展示期間：令和元年１１月６日（水）～１２月８日（日） 

  後期展示期間：令和元年１２月１０日（火）～令和２年１月５日（日） 

 

 

６ 関連イベント・その他   

■えどはくカルチャー 特集展示関連講座 永井荷風生誕１４０年・没後６０年記念連続講座 全 5回セット 

文豪・永井荷風の生誕１４０年、没後６０年にあたる節目の年に、近年の荷風研究の成果をふまえ、荷風文学の本質

と作家の実像を解き明かします。館蔵の関係資料等を通し、時代と荷風との関わりや、明治・大正・昭和の都市・東京

を舞台とした作品の魅力に迫ります。 

 

①永井荷風の近代    【講師】中島 国彦（早稲田大学名誉教授）               
【日時】１１月１５日（金） 午後２時～午後３時３０分  

 

②荷風と江戸文学    【講師】多田 蔵人（鹿児島大学准教授）               
【日時】１１月２２日（金） 午後２時～午後３時３０分   

 

③荷風と明治の都市  【講師】南 明日香（相模女子大学教授）               

【日時】１１月２９日（金） 午後２時～午後３時３０分  

 

④荷風と出版メディア 【講師】岸川 俊太郎（南山大学准教授）              

【日時】１２月６日（金） 午後２時～午後３時３０分   

 

⑤荷風と東京風景   【講師】湯川 説子（学芸員）              

【日時】１２月１３日（金） 午後２時～午後３時３０分  

 

受講料①～⑤セット：４,０００円（３,２００円） 

※（ ）内：江戸東京博物館・江戸東京たてもの園友の会、ボランティアに所属の方対象の受講料となります。 

※会場：各日江戸東京博物館 小ホール 



 

 

特集展示「永井荷風と江戸東京の風景」の広報に関するお問い合わせ 

      東京都江戸東京博物館 管理課 事業推進係 担当：早川、丸山、長屋 

〒１３０-００１５ 東京都墨田区横網一丁目４番１号 

TEL：０３-３６２６-９９０７  FAX：０３-３６２６-８００１  E-mail：kouhou@edo-tokyo-museum.or.jp 

 

■ミュージアムトーク 特集展示「永井荷風と江戸東京の風景」（展覧会見どころ解説） 

【日時】１１月２２日、１２月６日（各金曜日） 午後４時から（所用時間：３０分程度） 

【集合場所】常設展示室５階 日本橋下 

【参加料】無料（常設展観覧料は別途必要） 

 

 


